




















































人であった。山西大学の日本語専攻創設 (1977 年 ) に
当たっては、山西省内で人材を募集すると同時に中国
全土、中でも東北三省 ( 遼寧、黒竜江、吉林 ) から、
  中国山西省における日本語教育                                                                        


















埼玉県 (1982 年 )、山西大学と立教大学 (1985 年 ) の友
好協定の締結は、若手教員に研修のチャンスを提供し


























































































3 校ある。山西大学日語言語文学系 9) (1977 年創設 )、



























1953 － 1961 年、学校名さえ使用停止となる。


















































































































































宋徳強 1963年 山西 山西大学



































　太原市の大南門虎特街の天理日本語学校 12) ( 天理教
















































































に伴って上下する。1984 年頃には 20 人ほどであった。
しかしその 9 月に太原日報に報道されるや参加者は
100 名に上った。1985 年から 100 名の学習者を 4 つの
クラスに分けた。1987 年 3 月の 4 周年記念大会には

































年 2 － 7 月
『総合基礎日本語』楊寿、張生林編集　北京出版社　
1984 年 5 － 11 月
『日本語会話 50 課』大連外国語学員編訳　1984 年 9
月－ 1985 年 6 月
『日本語広播教材一冊』復旦大学編　訳文出版社　
1984 年 9 － 12 月
『初級日本語』1.2.3 日本 NHK 放送協会編　1985 年 3
月－ 1987 年 12 月
『新日本語』1.2 王二貴　孫鳳翔編 1987 年 3 月－ 12 月
『学日語』1.2　大連外国語学院、中央テレビ放送　編
　1987 年 3 月－ 1989 年 12 月


























































は日本語晨会の為に募金活動を行い、500 万円 ( 当時






















の孫娘王梅に受け継がれた。2003 年 7 月の SARS 封鎖
解除後、校舎も新たな場所である服装靴帽ビル ( 旧百






















































2) 本籍が山西省出身である留日学生が 60 人。中華民国廿五年
(1936) 日本昭和 11 年留日学生リスト、『近代中国史料丛刊』
第 67辑台湾文海出版社、『山西省文史資料』1996 年 04 月。
3) 1977 年に始まった「高考」は、同時の状況を再三論証してか
ら始まった。当年度の10月中旬から教育部から知らせを発し、



















10) 「週報」の発行機関は 1940 年設立の情報局であり、大東亜
戦争中の週報は比較的入手しやすい。
11) 参考資料として、『祖国よ、私を疑うな』日本経済評論社、
2006 年及び立教大学経済学部創立 100 周年記念シンポジウム
「中国のナショナリズム　日本のナショナリズム」2006 年 12
月 8 日を挙げる。
12) 山岡政紀 : 天理教における日本語教育の国際的展開『比
較文化研究』第 15 巻、創価大学比較文化研究所、113-133 



















な業績を書きたてた。1963 年 3 月 2 日の『中国青年』では、
史上初となる、毛沢東による題辞「雷峰同志に学べ」が発表
された。3 日後の 3 月 5 日、『人民日報』、『解放軍報』などが
トップで毛沢東の筆稿を掲載した。後に、毎年 3 月 5 日が「雷
峰に学べ記念日」となった。
15) イデオロギーの影響で、中国民間人組織の友好協会は存在
しておらず、実施内容に最も近いものでは僑弁の付属部門に
人民対外友好交流協会があった。
16) 日付期間は日本語晨会にての使用時間。
